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◎㈹ 連七 r-トリック法にて】l曽した○碍

煉獄はぺ yス リット棚 と用い,JDIZよりlo

ほ までは榔 ロか二m取 掛ナすそのまま耶
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この辛BLに上れば歌廿にI色とせず斡Z)まま9tHLJた

特別土俵内の粗 1佃F'れす一文組曲脳はFl珊gE虫yi

〟.∫/,つきの伽 州 こもI),hi7J由..iはぜ劫にt､戊L.:

佑J-Jことはない様で.LJ" .也 ･-iy迎dLFtLがTtくて瑠

ヨb鉄Ti:iる上-T.ち-_･ら.三,残℡iKt生すちET四･二

之･tT一応の最gl.tつくが.以上の集Jlon世 勺､1･ここ

の票敬はtらわな 'ヽ○

完 汝 Ⅰ,外為隼荻の影響の実yE

こ=･..･.t外苛鼓Ro珊 t;にころ7'.q hJh母見放につ

いての明Jtt-穴みた.也ち砂上棚 と帥 丑にBfL巾

に於けろ苑雌とのft枚及つ軌 ll:こ於･トろrJ狩 の環海tJ～

紀を関 れ た.水中和 !･ニ望.5㍍くれび 3SLnM の-/

ジキ管内に印哩一束づつt色のままmrを加 ､てgtめ

これを柿 下 5恥 '二女でtt.下.*しめて韓は屯■t'河召

した｡池は盆欣D岩石J･に州来た水別 で直払 い 4LJl

中央招き80cLr'｡ ブリキ℡t=椛にして沈めたのLtg!J&
托作t行い易いのと水のi!入tこ上ろ扶養.L'泣けろZLと

Llもt),明pS･水和 こて行ったDは*Fl輔 恥 こ近い性

見な典えろからその輔射 t弧 内Oそれと近似の仕を

gtIちとTj.tたかLZ,Lqある.欽哲は内Tb37."mr即す35

けIZ)1である.
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のと考えられる.申ち猶の本性に姦 くは適の弊冠3:那
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高周波感応による電気雷管の発火

茶二親 高岡波戟頒掌正についての東塔

(粥 和 27年 9月 SZa受 忍)

岡 崎 一 正

(7K沫大卒工学河火l芯Ej:穴旬)

Ⅰ 挿 す

石見波長t毛装置は月93;む如く石屑技郎与◎t領内 モ

歌 姫杜折 花周波t界によって集ずる併ql経机1-L!j

用して榊 旺する熊tcもろ｡1をって布月法撤 器

を主任とすらもOeもかF'上記tBilJ)で't甥 Z)こと

この笈■のFIL並に放てtt丸ttr鬼火O可馳 :7t分

にあるも◎と考えられる.

it年内Cの3%火は例えt三毛火王,i･飯 蛇功とする上
うな湊合に巧だ句に1-_･I)'これについても三肝 O奨Jki,
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